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1. はじめに

｢なんというか｣類1は話し言葉において質問や自問形式として頻繁に用いられる｡

また間を取る､話の調子を整えるという意味で用いられる場合もある0｢なんというか｣

類は形が様々であり､用法も一様でないため､日本語学習者には誤用や母語話者と違

った使い方が見られるが､日本語教科書では質問形式以外取り上げられていないのが

現状である｡以下は日本語学習者の ｢なんというか｣類の使用例である｡(以後下線筆

者)

(I)やっぱり､中国の広い畑で､アメリカとカナダのように､おお､あの盆左と

_ii ､超大型農業をやればいいと思います｡ (中国語母語話者 上級払03)

(1)は ｢なんというか｣や ｢なんというんだっけ｣､｢なんといったらいいか｣など

と言いたいところを ｢なんという｣と言ってしまった例である｡このような誤用は中

国語母語話者に特化したものでなく､韓国語母語話者および英語母語話者に現れる誤

用である｡日本語教育ではこれまで､埋め込み文における ｢か｣抜きの誤用について

は数多く研究されているものの､｢なんというか｣類のフィラーにおける ｢か｣抜きに

ついては堀口 (1985)で言及されているのみで､その使用実態は明らかにされていな

い｡学習者の ｢なんというか｣類の使用上の特徴を明らかにし､誤用の原因を明らか

にすることは ｢なんというか｣類の指導を考える上で重要なものと考えられる｡

本稿では ｢なんというか｣類の指導を考える前段階として､中国語および韓国語を

母語とする日本語学習者を対象に､インタビュー会話における ｢なんというか｣類の

使用状況を調べ､日本語母語話者の使用状況と比較しながらその使用上の特徴を明ら

かにしたい｡

1本稀では ｢なんというか｣類を ｢なんていうかJrなんていうんでしょうJrなんていいますかJなどの rなに十
という｣からなる関連形を含む総称として扱う｡
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2.先行研究

｢なんというか｣類を取り上げ習得上の問題点について言及した研究は管見の限り

堀口 (1985)のみである｡また､フィラーに関する研究が数多く存在している中で､

｢なんというか｣類をフィラーとして扱っている論文も散見する程度である｡

堀口(1985)は学習者に対する話し言葉の教育の特徴を捉えようとした研究である｡

堀口は言いよどみ教育の重要性を唱え､スピーチ､および対話を分析し､指導に必要

な言いよどみを取り上げている｡その中で､｢ナントイイマスカ｣｢ナントイウカ｣の

｢カ｣を落としたり変形したりLやすいので､指導が必要であると述べている｡また､

｢なんと言ったらいいか｣は学習者の母語に共通する言いよどみであると指摘してい

る｡

山根 (2002)では､講演の談話におけるフィラーを母音型､あいまい母音型､エー

ト型､コ-ソー型､コソア型､ナンカ型､ネ-型､ハイ型､マ-型､モー型､ン-型

に分けている｡そのうちナンカ型について､｢ナニ｣｢ナンカ (-)｣｢ナンテユーノ｣

｢ド-ユーカJなど､疑問詞を含むものを指すとし､｢ナニ｣｢ナンテユーノ｣などに

ついては､聞き手-問いかけているのではなく､自問しているもののみ含むとしてい

る｡また､5拍以上のフィラーの役割について､時間稼ぎの意味合いが強いと述べ､

その例として ｢ナンテユーンデスカネ｣が挙げられている｡また､｢フィラーは､話し

手が談話を構成していく上で必ずといっていいほど出現する現象である｣が､｢あくま

で話し手側の話しやすさに関するものだ｣と述べている｡

小池編 (2003)の『応用言蘇学事典』で山根は､ポーズはその形態上unn edpause

仰 )とfinedpause(FP)の2種類に大別され､UPはスピーチにおける無音状態

(dence)を表すのに対して､FPは英語ではuh,aL,erなど､日本語では ｢えー､あ

ー｣などのサイレンス･フィラー (BnenCefiner8)を意味するとし､これは言い淀み

(heSita也on)現象の一種で､無音状態を埋めるという意味でサイレンス ･フィラー

と呼ばれていると述べている｡また､山根は､話す内容がうまくまとまっていない時

などにサイレンス ･フィラーが多く見られるが､その使用目的は､話を継続したいと

いう意図を聞き手に示すことにあるとし､サイレンス･フィラーは話者の伝えたい意

味内容に直接関与しないが､話者の微妙な心理状態を反映していると述べている｡

学習者のフィラーに関する研究は様々でありながら､主に ｢あの-｣｢その-｣｢こ

の-｣｢こう｣｢まあ｣｢なんか｣｢えーと｣｢えー｣などに限られている｡堀口 (1985)

は ｢なんというか｣類について触れてはいるが､｢なんというか｣類の具体的な使用状

況まで明らかにされていない｡本稿では､学習者の ｢なんというか｣類の使用実態を
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浮き彫りにしたV㌔

3.調査

3.1 調査日的

本調査では以下の2点を明らかにすることを目的とする｡

①中国語､韓国語を母語とする日本語学習者のインタビュー会話における ｢なんとい

うか｣類の使用状況

② ｢なんというか｣類の誤用の種類

3.2調査概要

本稿では調査データとして ｢EY コーパス｣を用いた｡それは ｢なんというか｣類

は言いよどんだり､言葉を探るときに使う表現であるため､インタビューデータに多

く表れると考えたためである｡｢EYコーパス｣はOPI2形式を用いたインタビュー会

話データである｡本稿では ｢EY コーパス｣の中国語､韓国語を母語とする日本語学

習者各 30人分､合計 60人分のデータを用いた｡また､参考のために英語母語話者

30人分のデータについても調査を行った｡それから､学習者の ｢なんというか｣類の

使用上の特徴を探るための基準となる日本語母語話者のデータとの比較が必要である

と考え､日本語母語話者の使用状況についても調査を行った｡ 日本語母語話者のデー

タとしては､北九州市立大学で開発された ｢インタビュー形式による日本語会話デー

タベース｣(http://ww.env.kitakyu･u.acjp/corpuSn の54人分のデータを用いた｡

上記の二つのコーパスはすべてOPI形式を用いたデータであり､インタビューの構

成および手順において共通しているため､インタビュー内容に関わらず一括して考察

することにした｡

日本語学習者のデータの内訳は母語別に､それぞれ初級が5人､中級が 10人､上級

が 10人､超級が5人である｡また､｢KYコーパス｣の上級において､その下位分類

の ｢上級｣および ｢上級の上｣において異なる特徴が見られたため分けて考察するこ

とにする｡以降初級､中級､上級､上上級､超級に分けて考察する｡

調査方法としては､コーパスのテキストから発話されたすべての ｢なんというか｣

類を目で追いながらピックアップした｡ ｢なんというか｣類には質問とフィラーの用法

2opIは rOrdPmGdenqInterview｣の略語で､Am (AmeriCan Q)tlnCaOnthelbachingofForei印
加 :米国外国語教育協会Jによって開発された､外国語の発話能力を測定するためのテストのこと｡(山内

(2009)
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があるが､本調査ではまずすべての ｢なんというか｣類を抜き出した｡それから､質

問とフィラーの用法に分け考察を行った｡ 本稿では小池編 (2003)の ｢サイレンス ･

フィラー｣をフィラーと定義し､｢なんというれ 類の一機能として扱う｡なお､自閉

はフィラーの用法として扱う｡｢なんというか｣類においての質問と自問の区別につい

ては､音声資料が入手できないものがあるため､以下のような基準を設けた｡①聞き

手に問いかけているものおよび埋め込み疑問節は質問として扱い､それ以外のものに

ついては自問と見なすム ②話を中断し､相手の回答を求めるような特徴がある場合に

は質問と見なし､それ以外は自問と見なすム

考察対象は､学習者と日本静母語話者の ｢なんというれ 類の出現形式､出現回数､

および学習者の誤用である｡誤用分析方法としては､まず形態的な誤用を選び出し､

形態上の特徴から誤用の原因を考察した｡中級学習者には ｢なにがいうか｣｢なにがと

いうか｣など､rなんという机 の語形成に問題がある訳用が出現しているが､これら

を形態上の誤用と判断した｡また､｢なんというか｣類の誤用には ｢なんという｣とい

う ｢机 が抜けている形式の誤用がある｡この種の誤用は埋め込み疑問節においての

誤用とフィラー用法における誤用がある｡これらのものに関しては文脈による判断を

行ったうえ､その誤用の原因について考察を行った｡質問かフィラーかの判断および

誤用の判断に関しては､日本語教育関係の日本静母語話者一人と筆者の判断によるも

のである｡

4.調査結果と考察

4.1 母語話者との比較

4.1.1 ｢なんと｣系および ｢なんて｣系の使用状況

ここでは ｢なんと｣系および ｢なんて｣系3の使用において母語話者と非母語話者を

比較する｡｢なんというれ 類は形態上の特徴から大きく ｢なんて｣系と rなんと｣系

で分類することができる｡

日本語母語話者および､学習者の ｢なんというか｣類の使用状況を表 1に示す (釈

用も含む)｡表 1を参考に､母語話者の ｢なんというか｣類の使用上の特徴を見ると､

インタビュー会話において ｢なんと｣系の使用より ｢なんて｣系の使用が圧倒的に多

いことが分かる｡

3 本稿では rなんていうかJrなんていいますかJrなんていうんでしょう｣など､rなんて｣で rいう｣につなぐ

ものは rなんというかJ類の rなんて｣系と称し､rなんというかJrなんといいますかJrなんというんですかJ
など､rなんと｣で rいう｣につながるものは rなんというかJ類の rなんと｣系と呼ぶことにする｡rなんちゅう

かJrなんてトーかJなど励した形は rなんてJ系として数える｡
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表1母汚話者別の ｢なんと｣系と ｢なんて｣系の使用状況 (回)

｢なんと｣系 ｢なんて｣系

合計日本語母語話者 (54人) 5(7%) 67(93

%) 72中国語母語話者 (30人) 25(42%) 3

4(58%) 59韓国語母語話者 (30人) 29(56%

) 23(44%) 52英語母語話者 (30人) 1

5(21%) 55(79%) 70しかし､日本語学習者においては ｢な

んと｣系の使用が目立つ｡韓国語母語話者においては ｢なんと｣系が ｢なんて｣系を上

回り､中国語母語話者においても ｢なんと｣系と ｢なんて｣系の使用が括抗している｡

｢なんと｣系の使用が一番少ない英語母語話者においても､日本語母語話

者と比べると ｢なんと｣系の使用が目立つ｡日本語学習者において ｢なんと｣系の

使用が目立っ原因の一つとして学習者が書き言葉の ｢という｣の形を先に学習するた

めと考えられるが､これについては立証の必要がある｡また､各母語話者におけるイ

ンタビューに対するフォーマリティ-の認識の違いが考えられる｡中国語母語話者に

は書き言葉がフォーマルであるという認識があるため､インタビューという改まり度

の高い場面に応じて書き言葉の ｢なんと｣系を多用した可能性が考えら

れるが､これについても立証の必要がある｡4.1.2

｢なんというか｣類の丁寧表現の使用状況｢なんというか｣類の丁寧表現4の使用

状況を表2に示す｡調査結果から日本語母語話者は ｢なんというか｣の丁寧表現として

｢～んでしょう (か)｣が多用されているのに対し､学習者は｢ます､です｣形が多用されてい

ることがわかった｡｢～でしょう(か)｣形の使用においては､韓国語母語言緒 が

4例､英語母語話者が 1例あり､中国語母語話者においては1例も観察されなかった｡ちなみに､韓国語母語話者の4

例は超級学習者 1人による使用例である｡また､丁寧表現を伴わない ｢なんというか｣

｢なんていうの｣｢なんていうんだろう｣などの ｢なんというか｣類の普通形におい

て､母語話者は28%の使用が認められたの4 rなんというか｣類の丁寧表現には ｢なんというんでしょう (か)｣

など ｢～でしょう (か)｣がついているものと rなんといいますかJ｢なんというんですかJなど｢～ですか､～

ますかJがついているものがある｡これらをそれぞれ rなんというれ 類の rでしょうかJ形とrです､ます｣形とし､
rなんというかJrなんというんだろうJなど丁蜘 ミっいていないものに関しては



に対し､中国語母語話者は51%､韓国語母語話者は50%､英語母語話者は70%とい

う高い使用率が認められた｡以下の表2は ｢なんというか｣類の丁寧表現の使用状況

を示したものである｡

表2 ｢なんというか｣類の丁寧表現の使用状況 (回)

丁寧表現 普通形

合計｢～でしょう (か)｣形 ｢です､

ます｣形日本語母語話者 19(26%) 33(46%) 20

(28%) 72中国静母語話者 0(0%) 29(49%

) 30(51%) 59韓国語母語話者 4(8%) 2

2(42%) 26(50%) 52英語母語話者 1(

1%) 20(29%) 49(70%) 70さらに､中国語母語話者

および英語母語話者においては改まったインタビュー会話の中で ｢なんつんですか｣｢

なんてんですか｣など､日本語として不適格な表現の使用が観察された｡｢なんつんです

か｣｢なんてんですか｣は ｢です｣が付いているということで丁寧表現ではあるが､｢ていう｣を ｢つ

ん｣｢てん｣ などと崩した時点で改まり度は落ちる｡以上のことから学習者には､｢

なんというか｣類の丁寧表現である｢～でしょう(か)｣形の欠如および､インタビューという改まった場面-の認織の欠如が考えら

れる｡4.2 ｢なんというか｣類のレベル別使用頻度各レベルにおいての ｢な

んというか｣類の母語別使用状況を図 1に示す (誤用も含む)0｢なんというか｣類の

使用はレベルが上がるにつれ使用数が多くなっているが､-人当たりの平均使用頻度は､中

国語話者が上級で4.7回と一番高く､上上級から徐々に減っていき､超級では平均使

用頻度が2.8回となっている｡それに対し､韓国語話者と英語話者においては上級で

は中級での使用とあまり変わらず､'上上級では使用頻度がそれぞれ4.8回と6回とで一番高い｡そ

して､超級ではそれぞれ3回と3.8回に減っている｡また､図 1から ｢なんと

いうか｣類は初級では使用されず､中級から使用が課められていることが分かる｡｢

なんというれ 類の質問形式は教科書において初級の段階で導入されるが､埋め込み疑問節は定着



れた中級の段階から使用が認められたのであろう｡｢なんというか｣類の使用は中級か

ら観察され､誤用を含め上級および上上級において盛んに使用されている｡そして､

習得の進んだ超級段階ではその使用が減っている｡
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▼初級 中級 上級 上上級 敵 レベル図1 ｢なん

というか｣類のレベル別平均使用頻度 (回)4

.3 ｢なんというか｣類の個人別使用状況表3は ｢なんというか｣類の使用にお

ける使用回数別人数を示したものである｡その使用頻度は

個人によって異なることが一目瞭然である｡前節で言及したように ｢なんというか｣

類は初級では使用が静められない｡しかし､母語話者に近い上上級や超級においても

使用が認められない学習者が見受けられる｡特に､｢なんというか｣類のバリエーショ

ンが一番豊富な上上級においては最低使用数が0回､最高使用数が18回とその使用に個

人差が激しい｡これは母語によらず中国語､韓国語､英語を母語とする学習者に共通

に現れる現象である｡そして､日本語母語話者において ｢なんというか｣類の個人別使用

数を調べたところ､54人中29人が0回で､一番多く使用した発話者においては11回とそ

の使用にも個人差があることが分かった｡ 表3 ｢なん

というか｣類の使用における使用回数別人数使用回数 (回) 01 2 3

4 5 6 7 9 10 14 15 16 18使用人数 (人



4.4 ｢なんというか｣類の誤用

中国語､韓国語､英藩母語話者においての ｢なんというか｣類の誤用は､それぞれ

全体使用数の約27%､4%､17%を占めている｡この数値から韓国語母語話者は4%と

誤用率が一番低いものの､｢なんという机 類の訳用は母語を問わずに共通して現れる

ものであることが分かる｡中国語母語話者においては rなんという机 類の全体使用

の3割近くが誤用となっていることが分かった｡母語話者別誤用数を表4に示すム表

4から ｢なんというか｣類の誤用は中級だけでなくレベルの高い上上級や超級になっ

ても現れることが分かる｡

表4学習者の rなんというか｣類のレベル別誤用敷 く回)

初級 中級 上級 上上級 超級 合計

全体使用数中国語話者 0 5 10

0 1 16 59韓国語話者 0 1 0 1 0 2

52英語話者 0 3 0 7 2

12 704.4.1 rなんというか｣瓶の娯用のパターン誤用のパターン

を見てみると大きく二つに分けられる｡一つは初歩的な訳用で､｢なんというか｣の語

形成㌔こ問題があるものである｡初歩的な誤用には埋め込み疑問節｢なんというかわかりませ

ん｣においての訳用も含む｡(2)(3)はその例である｡誤用のもう一つのパターンとしては ｢なんというか｣類のフィラー用法での ｢机 が

抜けている誤用である｡この点に関しては次節で述べることにする｡(2)ん-ん一

､全然違います､日本は全部､暖房､(えー)暖房で､暖めて､くん-)中

国は､ナンチ一､と思います､日本は今何が､日本語で､なにが､といと呈宜

､わかりません｡ (中国語母語話者 CIMO4中級)(3)あの､父はあのう

､中国の､あのcomputerの会社の､勤めています､(はい)母は､

あの政府､政府の会社､ええ､日本語､なんという､よくわからないですね

(中国静母語話者 CMO2中級)5 ここでは rな



(2)は ｢なんというか｣､｢なんていうか｣などとしたいところだが､語形成に問

題があるため不完全な形式になってしまった例である｡(3)は ｢日本語でなんという

かよくわからないですね｣とすべきところである｡(3)のような埋め込み疑問節にお

いて不定の ｢か｣は必要不可欠である｡これらの誤用は主に中級学習者に観察され､

特に中国静母語話者に多く観察された｡

4.4.2助詞｢か｣が抜けた｢なんという｣の形の誤用

助詞 ｢か｣が抜けた ｢なんという｣という形の誤用は､前節で述べた埋め込み疑問

節における誤用以外に､フィラー用法における誤用がある｡この種の訳用は中級から

超級にかけて現れる誤用で､学習者の母語を問わず､中国語母語話者､韓国語母語話

者および英語母語話者において共通して観察された｡この結果は堀口 (1985)の学習

者は ｢『ナントイイマスカ』『ナントイウカ』の 『カ』を落としたり変形したりしやす

い｣という結果と一致している｡その例を以下に示す｡

(4)それ､全部終わったら､スリークッションという､くうん)あの一､はた､あ

のテーブルみたいなですねえ､何という､はた､とか､あ､四角のですね｡

(韓国語母語話者 KIHOl中級)

(5)もし4年間の時間あれば､(うん)日本語の方に､あの､努めて､上達になり

たいですね､(はあ)先生はあの､なんという､今教師になっていますよね｡

(中国語母語話者CAO2上級)

(6)そして日本の会社の､なんという､残業のことが多い (ふんふん)とか､え

っなんでえとか､ (英語母語話者EAHO8上上級)

(7)横断歩道がありますよね､くうん)横断歩道があるところは必ず､こる､あの

車が止まって､(うん)あのう､なんていうー､あー､先に､(うん)こうわた

ってくれるんですけれども (中国語母語話者CSO5超級)

(4)(5)(6)(7)はすべて ｢なんというか｣ としたいところを ｢なんという｣ と

してしまった例である｡興味深いのはこれらの誤用が正用と併用されていることであ

る｡以下の (8)はその一例である｡
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(8)あの､影響､なんて､え､得るっていうか､なんていう､なんていうかな､

なんていえI乱 いヽですかね､なんていう､アメリカの本社にいても､まあ､ん

一､なん､じゆ､何千一､(後略) (英語母語話者 EAHO2上上級)

上記のことから学習者は ｢なんという｣および ｢なんというか｣を､｢なんというか｣

類のフィラーの形として認織していることが言えよう｡これらの誤用についてはいく

つかの原因が考えられる｡ 例え雌茸語の影響､日本語の構文上の特徴から来る混乱な

どが考えられるが､次にその原因について考察する｡

4.5 ｢なんという｣ という形の誤用の原因

なぜ日本語学習者には ｢なんというか｣類を習得する際に ｢なんという｣という形

の誤用を産出してしまうのだろうれ この節ではその原因を日本語の構文上の特徴か

ら考えてみたい｡

4.5.1 ｢なんというか｣類の構文上の特徴

｢なんというか｣類は構文上の特徴から主節疑問文における ｢なんというか｣類､

埋め込み疑問節における｢なんというか｣類およびフィラーにおける ｢なんというか｣

類の三つに分類することができる｡

主節疑問文においては ｢なんといいます机 の普通体声は一般的に文末の助詞 ｢か｣

が省かれ7､｢なんという?｣になる｡しかし､埋め込み疑問節では ｢なんというかわ

からない｣などとなり､ここでは ｢か｣が必要となる｡また､フィラーの普通形にお

いては ｢なんというか｣ となり｢か｣が必要となる｡しかし､フィラーの ｢でしょう｣

形においては ｢なんというんでしょう｣｢なんというんでしょうれ となり､｢か｣が

あってもなくても成立する｡

｢なんというか｣類は用法や形式によって助詞 ｢か｣が必要であったり､必要でな

かったりするため､学習者が運用する際混乱を引き起こしやすい｡

6丁寧体と普通体⊥丁寧体と普通体というのは､文革や朕話の全体に､連声割こrです｣rます｣のついた形の文と.
rでれ rま+Jのつかなし価の文のどちらを使うかという選択である(『新版日本語教育事免』参照)｡

7普通体の疑問文では｢般的に文末の助詞rかJが省かれr飲む (I)｣のような上昇イントネーションで発話さ
れるqみんなの日本括初級Ⅰ教え方の手引き』参照)｡
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4.5.2 学習者における ｢なんという｣という形の誤用の実態

初級や中級学習者には以下のような誤用が観察された｡

(9)あの､バスケットボールは､あの丸いの､(ええ､丸い)日本語､何という分

からないですム (中国語母語話者 CIHO2中級)

(10)あの､父はあのう､中国の､あのcomputerの会社の､勤めています､(はい)

母は､あの政府､政府の会社､ええ､日本語､なんという､よくわからないで

すね｡ (中国語母語話者 CM O2中級)(3)の再掲

(9)(10)は ｢なんというか｣､｢なんといったらいいか｣などとすべきところを ｢な

んという｣としてしまった埋め込み疑問節においての誤用例である｡日本語で質問の

｢なんといいますか｣の普通体は ｢なんという?｣である｡しかし､埋め込み疑問節

においては ｢なんというかわかりません｣という形であり､助詞 ｢か｣は必要不可欠

である｡しかし､習得初期段階におかれている中級学習者は､主節疑問文の普通体と

埋め込み疑問節においての ｢なんというか｣類の構造を混同し､誤用を産出したと思

われる｡

一方､(ll)は ｢なんというか｣を ｢なんという｣としてしまったフィラー形式の

誤用例である｡前節で述べたようにこの種の誤用は中級から超級にかけて現れる誤用

で､レべ/峰 母語を問わず現れる誤用である｡

(ll)もし4年間の時間あれば､(うん)日本語の方に､あの､努めて､上達にな

りたいですね､くはあ)先生はあの､なんという､今教師になっていますよね｡

(中国語母語話者CAO2上級 )(5)の再掲

｢なんというか｣類のフィラーにおいて､｢ます｣形は ｢なんといいますか｣であり､

その普通形は ｢なんというか｣になる｡このときにも助詞 ｢か｣は必要不可欠である｡

上級以上の学習者においては､主節疑問文および ｢なんというか｣類の埋め込み節で

の誤用が観察されていない｡そのため､学習者のフィラーにおいての ｢か｣抜きの誤

用は､主節疑問文の普通体とフィラーの普通形の混同と考えられる｡また､｢なんとい

うか｣類のフィラーには ｢なんというんでしょう (か)｣など､｢でしょう (か)｣を伴

う表現がある｡｢なんというんでしょう (か)｣は ｢なんといいますか｣ と違って､フ
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イラーの場合 rかJがあってもなくても成立する｡このような r机 があるものやな

いものの混在がさらに学習者を混乱させ､フィラーの ｢か｣抜きの ｢なんという｣ と

いう形の誤用を引き起こしたと考えられる｡

一般的に学習者は主節疑問文を最初に学習し､次に埋め込み疑問節を学習する｡｢な

んというか｣類のフィラーにおいては教科書では取り上げられていない｡フィラーの

誤用は超級学習者においても観察されているが､フィラーは意味理解にかかわらない

ため訂正される機会が少なく､化石化した可能性が高いと考えられる｡

4.5.3 誤用と母語との関係

中国語を母語とする学習者においての ｢なんという｣という形の誤用に関しては上

記の原因以外に母語の影響も考えられる｡中国語で質問の ｢なんというか｣類は ｢忠

Ail(どう)悦 (いう)｣あるいは r忠ゑ (どう)硯 (いう)嘱｣｢悪名(どう)悦 (い

う)噺｣｢忠îl(どう)悦好 (言ったらいい)嘱｣などと翻訳できる｡ここでは便宜上

｢堀｣を用いて説明することにする｡ここでの ｢堀 ｣は ｢語気助剛 であり､大雑把

に言うと日本語の ｢ね｣に相当するものである｡しかし､日本語の修飾関係の rik

というかわかりません｣は中国語で r不知道 (分からない)忠色 (どう)税 (いう)｣

であり､このときは ｢堀｣がつかない｡また､フィラーの ｢なんというか｣は ｢忠JiA

(どう)硯 (いう)堀｣あるいは ｢忠色 (どう)硯 (いう)｣であり､｢嘱｣があって

もなくてもいい｡

正確に言うと質問の ｢なんというか｣の ｢か｣は終助詞であり､中国語の ｢堀 ｣に

相当するものではない｡しかし､学習者は語気助詞や終助詞など正確に区別せず､感

覚的に ｢堀｣や ｢か｣を付属的なものと捉えた可能性がある｡習得段階にある中級学

習者は､母語との混同および日本語の ｢なんというか｣の構文上の特徴をきちんと把

握できていないため埋め込み節内でも ｢なんという｣という形を使用してしまったと

考えられる｡また､中国語を母語とする日本語学習者は母語の影響で､フィラーの ｢な

んという｣を誤用ではなく rなんという机 の ｢か｣の省略だと考えている可能性が

高い｡この点に関しては母語話者十数人に口頭で確認しているが､今後更なる検証が

必要である｡

韓国語の rなんというれ 類の構文上の特徴は中国語や日本語のように単純に終助

詞の ｢か｣や ｢堀｣の有無で区別するものではない｡韓国語においては主に ｢なんと

いうか｣類の ｢いうか｣の部分の接続語尾が変化する形である｡主節疑問文の典型的

な形である 咽 申立 (なんと) 骨tl外 (いいますか)｣の普通体は 咽 申ヱ (なんと)
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中り(いう)｣咽 中立(なんと)胡(い引 ｣であり､埋め込み疑問節においては咽 卑ヱ

(なんと)斗旨71(いうか) 旦音tlq(旦呈戎音tlq)(分かりません)｣唱 和 (な

いったらいV ヱ呈戎昔tlq･(分かりません)Jr司叫ヱ (なんと)

胡ot菅Rl(いったらいいか) 旦皇祖昔tlq･(分かりません)｣である｡フィラーにお

いては 唱 和 (なんと) 斗71(A)(いうか (いいますか))｣咽 叫ヱ (なんと)

管外 (A)(いうか (いうんでしょうか))｣｢司管外(A)(なんつ-か (なんつ-んで

土地｣などであり接続語尾が塊として変化する形となっている｡韓国語の ｢なんとい

うか｣類は形が豊富で､日本語の ｢なんというか｣類に単純に対応させることは難L

v㌔ そのため､学習者の誤用と母語を簡単に結びつけることはできない｡これについ

ても更なる研究が必要であろう｡

5.まとめ

本稿では日本語学習者のインタビュー会話における ｢なんというか｣類の使用状況

を考察し､｢なんというか｣類の使用上の特徴および誤用の種類を明らかにすることを

試みた｡その結果以下のような五つの特徴を見出した｡

① ｢なんというか｣類は初級では使用されず､中級から使用が認められレベルが上

がるにつれ使用数が多くなっているが､その使用には個人差が激しい0

②インタビュー会話において母語話者は ｢なんと｣系より ｢なんて｣系の使用が圧

倒的に高い｡しかし､日本語学習者においては ｢なんと｣系の使用が目立っ｡

③日本語母語話者には ｢なんというか｣の丁寧表現として ｢～んでしょう (か)｣が

多用されているのに対し､学習者には ｢ます､です｣形が多用されている｡

④ ｢なんというか｣類の語形成に問題があるものと埋め込み疑問節における訳用に

おいては､主に中級学習者に多く観察された｡また､｢なんというか｣類のフィラー用

法においての ｢か｣抜きの誤用は､超級になっても現れる誤用である0

⑤ ｢なんというか｣類の習得において､最初に習得されるのは主節疑問文であり､

次に習得されるのは埋め込み疑問節であり､最後に習得されるのはフィラー形式であ

る｡

本稿では ｢なんというか｣類の使用実態を調べることにより､日本語の構文上の特

徴から ｢なんというか｣類の誤用の種類を明らかにし､その原因についての考察を試

みたが､学習者の母語との関係まで詳しく考察を行うことができなかった｡ また､｢な

んというか｣類の会話における意味機能および各母語話者のフォーマリティに対する

認識についても深く考察することができなかった｡さらに､学習者には ｢なんという
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か｣類の ｢～んでしょう机 の丁寧形式の欠如が考えられるが､これについても更な

る研究が必要であろう｡
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